
 

 

 
 
   

 

  
通知表は未来への道標～「自立·共生·創造」の歩みを振り返り、次なる一歩へ～ 

校長 駒 場 秀 剛 
 

10 月 9 日(金)、お子さんを通じて前期の通知表をお渡しいたします。 

中学校における通知表は、日々の学習や生活の成果であると同時に、これからの進路や生き方を自ら切

り拓いていくための大切な「道標(みちしるべ)」です。ご家庭で通知表を開く際、ぜひお願いしたいこと

がございます。 

それは、「結果の数字や評価」だけで判断するのではなく、本校の校訓である「自立・共生・創造」の

視点から、お子さんの成長のプロセスを一緒に見つめてほしいということです。 

思春期を生きる中学生は、周囲と自分を比べたり、思うような結果が出ずに不安を感じたりと、心の中

が揺れ動く時期にあります。ぜひ、ご家庭では次の 3 つの視点を意識して、お子さんと温かい対話の時間

を持っていただきますようお願いいたします。 

 

１「自立」へのアプローチ：自分で振り返り、次を考える機会に 

まずは「前期、よくがんばったね」と、毎日の登校や部活動などの努カをねぎらってください。その

上で、大人が先に評価を下すのではなく、「自分ではどこが一番伸びたと思う?」「もっと伸ばせそうな

ところはどこかな?」と、お子さん自身の言葉で振り返らせてあげてください。自分で課題を見つけ、

次への対策を考えることこそが「自立」の第一歩です。 

２「共生」へのアプローチ：学校生活や他者との関わりを認める 

通知表には、教科の成績だけでなく、係活動や委員会、行事、部活動での様子、そして「行動の記録」

が記されています。他者と協カし、集団を支えるためにどんな役割を果たしてきたか。級友との関わり

の中でどう成長したかという「共生」の姿勢を、ぜひたくさん褒めてあげてください。 

３「創造」へのアプローチ：課題を「伸びしろ」と捉え、新しい工夫を生み出す 

もし、思うような評価でなかった教科や、課題が見つかった部分があっても、決して感情的に叱った

り責めたりしないでください。それは失敗ではなく、後期の「伸びしろ」です。「どうすればもっと理

解できるようになるか、勉強のやり方を一緒に工夫してみよう」と、新しい学びの形を「創造」してい

く前向きな声かけをお願いします。 

 

通知表は、現在の学力を固定するものではなく、次のステップへ進むための励ましのツールです。ご家

庭での「認められた」「話を聴いてもらえた」という安心感があるからこそ、生徒たちは「後期もがんば

ろう」と自ら前を向くことができます。 

家庭でどのような話をしたか、あるいはどのような様子であったかなど、学校祭や二者面談の際に教え

ていただけたら幸いです。 

今後も、学校とご家庭がしっかりと手を携えながら、生徒一人ひとりの豊かな成長を支えてまいりたい

と思います。どうぞよろしくお願いいたします。 

 

 

「西陵中学校便り」 

第７号 令和８年９月３０日 

校  訓  「自立」「共生」「創造」 

教育目標   自ら学び人とつながりともに未来を創る 

ホームページはこちらから⇒ 

 
＜必要に応じてお役立てください＞ 

「学校に行きづらさを感じたことのある中学生と  ☞ 

保護者のみなさんへ中学校卒業後の進路ガイド」 

https://www.otaru.ed.jp/seiryou/


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

ふるさと探究全校発表会 
 
２５日（金）、ふるさと探究全校交流会を行いました。各学年か

ら代表を選出し、７つの班が発表しました。小樽市観光振興室か

ら、日向雄斗さんと本郷深幸さん、小樽青年会議所から、笠田健

太朗さんに参観いただき、ご助言をいただきました。今回の交流

会で得た新たな気づきを今後の探究活動に生かし、主体的・協働

的に課題解決に取り組む力を育んでいきます。 

 

 

 

10 月の SC（スクールカウンセラー）来校日 
 

1（木）10:00～15:00 

22（木）10:00～16:30 
相談の申し込みについては、担任もし

くは学校（教頭 23-4204）までご連絡

ください。 

ダンスの授業 
 

７日（月）、１４日（月）の２日間に渡り、札幌から Hizz 

Performance Style の小塚拓さんを講師に招き、１・２年

生を対象に、体育でダンスの授業を行いました。生徒たちは

専門家の身体の動きを真似ながら、楽しんで取り組んでい

る様子でした。最後にはグループで発表を行いました。 
 

  

生徒会役員選挙 
 

１６日（水）、後期生徒会役員選挙を行いま

した。後期生徒会役員は、１・２年生で組織さ

れます。タブレット端末に配信された公約を

参照しながら立候補者の演説を聞き、投票

を行いました。選挙を経て、新しい西陵中学

校のリーダーたちが誕生しています。生徒会

は、生徒全員が協力し合い、楽しく充実した

学校生活を送ることを目的としています。よ

り良い学校を目指し、様々な場面で主体的

に活動していくことを期待しています。 

 

 

大学生によるトークセッション 
 

１８日（金）、本校学校運営協議会の主催で、大学生によるトー

クセッションを行いました。本校に来ていた教育実習生の他、地

元の大学生２名を加えた３名によるトークセッションとなりました。

グループトークでは、大学生と中学生が、学習への取り組み方を

はじめ様々な話題で会話を弾ませていました。中学生にとっては

将来や進路への関心が高まる貴重な機会となりました。 
 

 

ボール投げ教室 
 

１０日（木）、小中連携事業で本校体育教諭

が稲穂小学校で乗り入れ授業「ボール投げ教

室」を行いました。小学生は身体の使い方を考

えながら投てきし、記録を伸ばしていました。 
 

 


